
選挙区　鳥取市
会　派　公明党

県立美術館設置は
東部経緯を考慮に

のぞみ

会
派
正
式
名
称

答

問 東部設置が筋だ。これまでの
不幸な経緯と背景を判断材料に
入れた決定でなければ、県民
大方の納得が得られない。
教育委員会で議論の後、私

と議会との話し合いに入ってい
く。感情論やいきさつとして、
いろいろとのみ込みながらの議
論、慎重なプロセスが必要だ。
銀杏議員からの貴重な意見を胸
に刻み、私もこの検討にいずれ
参画していきたい。（教育長）
東部の思いも理解できる。議員
の意見も含め専門委員会に報告
し、総合的に勘案していく。

【自由民主党】鳥取県議会自由民主党

銀杏 泰利 議員

答

問 我が八頭郡は県平均の３倍
の勢いで人口減が進んでいる。
このような中山間地の活性化に
向け、きめ細やかな調査と分
析、その結果に基づいたきめ細
やかな対応策が今必要なのでは
ないか？知事の所見を問う。
議員の御意見を踏まえ、今

後市町村と協議し、調査内容を
検討したい。またその調査結果
に基づき、現場に即した中山間
地対策を講じていくことによ
り、地方創生という大きな課題
の道筋をつけていけるのではな
いかと思っている。

【公　明　党】公明党鳥取県議会議員団

【共　産　党】日本共産党鳥取県議会議員団

【民　主　党】鳥取県議会民主党

【希　　　望】鳥取県議会会派希望
の　　　ぞ　　　み

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

島谷 龍司 議員

若年性認知症患者
への支援について

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

福田 俊史 議員

中山間地の現状と
活性化策について

答

問 働き盛りで発症する若年性
認知症の経済的困難や早期診
断、医療、介護の不足解決にとっ
て、患者一人一人の状態に応じ
た支援体制が必要ではないか。
治療センターを中心に、かか

りつけ医の水準の向上、サポート
センターによる生活上の様々な困
りごと、医療問題の解決支援な
ど、当事者と近いところで若年性
認知症に対して社会全体でアプ
ローチしていき、若年性認知症患
者一人一人に寄り添ってまいりた
い。

誘致企業を選ばせていただく。一方で地元企業
との連動性も勘案させていただくなどの「誘致基
準」が必要ではないか。
企業誘致で雇用を増やすことから、質・成長性・地

元波及重視へシフトしていきたい。

75％の事業主が抱えている事業継承問題は、10
年後の大きなリスクだ。
昨年は倒産の10倍の自主的な廃業があった。

これは後継者問題にある。地域を超えた人材獲得
も含め、ウイングも広げながら事業承継に本格的に
取り組まなければならない。

文化芸術への本質的議論、整備・運営の財源議
論、整備手法の議論はしっかり行われたのか。内容
を明確にし、県民総意が重要だ。
（教育長）地域再生の中核的施設は必要で、整備

について議論中。今後、運営方法や運営費等につい
て審議する予定。現博物館の再整備については博物
館協議会で議論していく。財源の議論は検討委員会
等ではしていない。国の補助制度は無く、起債、ある
いは県の一般財源となる。

高校の存在は地域が持続する大きなファクター
となり得る。１クラスも想定に、地域と仕事を創造で
きる将来人材の養成機関に転換すべきだ。
（教育委員長）問題点は、地方の未来像が見えな

いということだと思う。県教委の指示に従うのだとい
うような、我が事感というのが少し弱かったと思う。
問題意識は県教委も、私たちも強く持っており地域、
学校などと一緒に新しい試みを進めたい。

問

問

答

答

企業誘致について

地域製造業について

美術館整備について

小規模校の今後について

答

問

問

答

とっとり県議会だより

2月定例会では、27人の議員が一般質問を行いました｡本紙では、
各議員の質問の中から､質問と答弁の要旨を掲載します。
なお、議事録の全文は､県議会ホームページからご覧になれます。一 般 質 問

※会派名は
　2月定例会
　時点の名称
　を記載して
　います。

レーザー級のヨットの世界選手権大会の誘致や卓球
など様々な競技で実績を重ねながらキャンプ地誘致
も進めていきたい。

障害者差別解消法の施行を今年４月に控える中
で、共生社会の実現に向けて次のステップとして本
県が取り組むべき施策は何か、平成２８年度予算でど
のように事業化されているのか伺う。
障害者差別解消法に向けて、合理的な配慮をす

る、あるいはゆえんなき差別を排除するためのルール
として、職員行動規範を制定し、市町村にも広げてい
きたい。さらに、全国に先駆けた盲ろう者支援セン
ターの設置などの先導的な施策、親亡き後の支援に
向けた、安心サポートファイルの普及や関係機関等の
連絡調整を行う手をつなぐ育成会へのコーディネー
ターの配置などを盛り込んでいる。

地方創生は、地域自らが自らの為に立てる「持
続・循環の計画」である事、更に県政運営には協働・
納税者・自立の県民意識が重要だと思うが。
単に東京をもう一つ、リトルで創るという事

ではない「鳥取」をつくる気構えと、協働などの
前提条件の必要は、全く同感である。

核のゴミ受け入れ拒否を、明確に表明すべきだ。
また国策の原子力政策・原発再稼動であれば、当然、
費用は推進主体である国が措置すべきだ。今後も国
が措置しないのであれば中国電力に要求すべきであ
る。
核廃棄物の受け入れの考えはない。また費用

は中国電力ないし、保証的立場にある国が持つべ
きお金であり、少なくとも県民が負担すべきお金
ではなく、今後とも追及してまいりたい。

実質的な地方交付税の減額など、非常に厳しい
財政状況の中で、何に重点を置いて予算を集中投下
されたのか、当初予算の編成方針を伺う。
当初予算の編成に当たっては、鳥取の地方創生

である「元気づくり」を力強く進めていくことを最大の
テーマとし、地域の活力を増進させるための産業や
雇用の元気づくりを進めるとともに、共生型の社会な
ど鳥取らしいきずなに恵まれた社会をつくり上げて
いくという、２つを基軸に進めていくという考え方を
したところ。

昨年度の地方創生の先行型交付金の評価を踏ま
え、今年度の新たな交付金を活用して、鳥取県の元
気づくりの本格展開に向けて、どのように取り組んで
いくのか。
これまで全国の中で先行して地方創生に取り組

む姿勢を評価され、人口当たり最も多くの交付金を
配分される中、中山間地域の振興、移住対策、空の駅
などに着手しており、出生数の増加や当初目標の宿
泊外国人８万人の目標も達成の見込みである。今後
も、TPPを見据えた農林水産業の強化、若者のUター
ン促進に向けた基金の設置、奨学金の手当など、先
導的に進めていきたい。

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け
て、ホストタウンとなったジャマイカの陸上競技をは
じめ、パラリンピックやほかの競技を含めて、事前
キャンプの誘致をどのような戦略で取り組んでいく
のか。
ジャマイカ陸上については、これまでの２回の

キャンプが弾みとなり、ジャマイカのウエストモアラン
ド県との姉妹提携、さらに東京オリンピック・パラリン
ピックにおいて、本県がジャマイカのホストタウンに
登録された。こうしたキャンプ地誘致だけではなく、

選挙区　鳥取市

鳥取県議会自由民主党

答

問

問

問

問

答

答

答

浜崎 晋一 議員

選挙区　鳥取市

鳥取県議会民主党

木村 和久 議員

2月定例会では、浜崎晋一議員（鳥取県議会自由民主
党)、木村和久議員（鳥取県議会民主党)が、県行財政上
の諸問題について、会派を代表して質問を行いました。

元気づくりの本格展開について

スポーツによる元気な地域づくり

共に生きる社会の構築に向けて

地域循環型地方創生について

答

代 表 質 問

当初予算の編成方針について

問

答

問

環境・再生エネルギーについて

とっとり県議会だより

◎答弁者は、記載のないものは知事（各部局長の答弁も含む）。教育長、教育委員長、病院事業管理者は知事の部局ではないため別に表記した。
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来年7月、開港５０周年の鳥
取空港に是非LCCの誘致を。
合わせて東京便の運賃高止まり
対策として現行のシルバー割の
「年齢撤廃」を全日空に提案を。
アジア全体では富裕層もLC

Cを利用。各会社の戦略を研究
し、働きかけを頑張っている。
東部経済界にも協力を求め進め
て行きたい。シルバー割はゼロ
をプラスにする合理的な制度で
どんな年齢層でも利用できるよ
う提案したい。また海外からの
インバウンドを増やすため羽田
乗継ぎ割引を全日空と協議中。

躍進途上にある境港は、竹内
南岸壁の完成により新時代を迎
えることになるが、それ迄に①
岸壁から国道431号までの道路
の４車線化②江島大橋に向かう
渡・余子停車場線の整備③米子
までの高速道路が必要である
①431号交差点に米子方面

への左折レーンをつくるなど改
良が必要。団地の中は今後検討
②踏切歩道整備の実現を図りた
い。高架化については今年度調
査の結果をみて考える③現在の
あり方勉強会を検討会に格上げ
し、国の動きをつくっていく。

答

問 ①TPPは米価の採算割れを
固定化する。所得補償を復活さ
せるなど、再生産可能となるよ
う国にコメ政策の転換を求める
べき。②保育実態に合わせて保
育士の配置基準を見直し、処遇
改善に取り組むべき。
①政権交代により所得保障

から政策の哲学が変わった。飼
料米の交付金の補償など持続可
能な対策を求め、県でも農家支
援に取り組む②4・5歳児の保育
士加配など、市町村によって意見
が分かれている。保育士の処遇
改善にむけ、改めて協議する。

答

問 平成31年から37年は、原則
学級減で対応し、特色ある取り
組みをする小規模校はその存続
に最大限の努力をするという方
針案を知事はどう考えるか。
学校の在り方は地域の振興

と深くかかわっている。教育委
員会の検討を注視していきた
い。ただ、中山間地の小規模校
が、地域行事のお手伝いをする
とか、農業体験を一緒にやるだ
けでは、生徒が入学を希望する
特色ある学校づくりには不足と
感じる。特色ある学校づくりの
予算は適切に措置する。

答

問 女性活躍推進課へ名称変更
の意図を問う。発達障がい児の
親やシングルマザーなど困難を
抱える親に対し、子の自立までの
切れ目のない支援やそのための
人材育成、また専門家チーム
で支えていくことが必要だ。
課の名称変更は女性の活躍

の場と尊厳を次のステージへ上
げるためである。女性や子ども
の問題は皆つながった一つの課
題。今後人材を育成し、その人
材が協同して課題に対処してい
く。質問趣旨に対し市町村等と
協同して向き合っていきたい。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

水素社会の実現に向けて、
メタンハイドレートの調査研究
にも力を入れるべきでは。
国の予算の中に日本海側に

おけるメタンハイドレートの賦
存量調査などが盛り込まれてい
る。県としてもサポートし水素
社会実現につながる研究が進む
よう環境づくりを進めていく。

高等学校の通級指導の制度
化が検討されているが体制は。
（教育長）指導主事を全国

規模の研修会に派遣するほか、
教育委員会に内部検討組織を
立ち上げ準備したいと考える。

問

問

答

答

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

中島 規夫 議員

県立高校の今後の
在り方基本方針案

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

福浜 隆宏 議員

鳥取空港にLCC
格安航空の誘致を

選挙区　倉吉市
会　派　民主党

興治 英夫 議員

米を再生産可能に
保育士の処遇改善

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

安田 優子 議員

境港新時代の到来
に備えて

選挙区　米子市
会　派　民主党

浜田 妙子 議員

弱者への切れ目の
ない支援について

選挙区　米子市
会　派　公明党

澤　 紀男 議員

水素社会に向けて
高校の通級指導

※3 PPP/PFI…官と民がパートナーを組んで事業を行う新しい官民連携の形態。民間事業者の資金やノウハウを活用して公共施設の
　　　　　　  　整備･運営を行う手法。

①県財政の健全化に向けて
の今後の取り組みについて②倉
吉鴨水館への支援について③東
京オリパラ文化プログラムへの取
り組みについて
①県債など、低金利の現況を

鑑み借り換えなど負担軽減に努
める。公共施設の改修・更新につ
いて技術革新などを取り入れつつ
平準化を図る②（教育長）県として
もサポート体制の充実を探る努力
を行う③大山1300年祭、ＢeＳeＴ
o演劇祭などが対象となる。また、
障がい者部門のプログラム参加
も考える。

美術館へ協力を惜しまない鳥
取市長、建設を求める鳥取市議会
と、署名された53,118名の強い
願いをどう受け止めるか。
鳥取市長の決意は評価をする

上での一つのポイント。（教育長）用
地の無償提供など、県の財政事情
も厳しい折から、ありがたい話だと
考えている。

知事自身が覚悟と決意を持っ
て取り組むべきと考えるが。
今後世論をさばいていく段階

になったときには、教育委員会と
タッグを組みながら対処する場面
に入っていくと考える。

答

問 施設から自宅へという医療政
策の流れの中、訪問看護は、患者
と家族の生活を支え、その役割は
大きく重要。訪問看護ステーショ
ンの整備促進を。
地域包括ケアシステムを進め

るためには身近にある訪問看護
ステは欠くことができないもの。
地域の高齢者の見守りや医療的
ケアが必要な方にとって地域での
医療や看護の拠点だと思う。市町
村や医療関係者と二人三脚で、地
域として支え合える社会、その基
盤として訪問看護ステーションを
整備していく。

答

問 ①ＷＴＣ(※１)開催の今年こそ
スポーツ交流事業の実施に向け
さらなる努力を②部活動外部指
導者制度、体育専任教員制度の
拡充、充実を図るべきでは。
①ＷＭＧ(※２)等スポーツの

祭典に鳥取県も一枚加わり、ス
ポーツのリゾートとして世界に名
前を知らせたい。②外部指導者制
度の活用に向けた条件整備につ
いてスキームを考えてみたい。(教
育長)体育専科非常勤講師の配置
に加え、新たにモデル校での小学
校体育の教科担任制の取組みを
検討している。

答

問 31名の教員が教科書会社か
ら金銭等を受領していた件は教科
書採択の公正性を大きく損なっ
た。知事の所見を伺う。
教科書選定の公正性につい

て聖職である教員には厳格に考
えていただきたい。県教委から本
件の調査について市町村教委に
任せたいとの説明を受けたが、私
は県教委として責任を持って調査
しなければいけないと申し上げ
た。厳正に事態をあぶり出し、本県
においても襟を正していく必要が
あると思う。

答

問

答

問

問

答

とっとり県議会だより

スポーツ振興と
競技力の向上を

県財政、高等教育、
文化振興など

訪問看護ステーシ
ョンの整備

県立美術館建設へ
決意と覚悟を問う

検定中教科書閲覧
問題について

答

問 国は財政の健全化と社会資
本の整備の両立を図るために、
大規模施設のPPP/PFI手法の優
先的導入の検討を自治体に求め
ているが、美術館の建設も含め
県として今後どのように取り組
むつもりか？
大規模施設のPPP/PFIの優

先的検討規程については、27年
度中にも固めたいと思う。美術
館についても、教育委員会の検
討の足を引っ張るようなことに
ならないように、執行部として
PPP/PFIの優先検討規程の作業
を急いでいる。

選挙区　東伯郡
会　派　希望（のぞみ）

横山 隆義 議員

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

藤井 一博 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

前田 八壽彦 議員

選挙区　鳥取市
会　派　民主党

坂野 経三郎 議員

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

松田 　正 議員

選挙区　倉吉市
会　派　希望（のぞみ）

川部 　洋 議員

PPP/PFI（※3）の
積極的推進

※1　WTC…ワールドトレイルズカンファレンスの略。世界のウォーキング･トレッキング関係者の集う国際会議で今年10月14日～17日に
　　　鳥取県で開催される。
※2　WMG…ワールドマスターズゲームズの略。生涯スポーツの国際総合競技大会。　
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